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国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2024年 3月 15日（金）Ｎo.29 

例 会 第１５４２回 通常例会/小杉苑  

ソング：奉仕の理想、仰げば尊し  ソングリーダー：杉浦聡君 

■ 会 長 挨 拶          渡邊博文君 

本日は、とても暖かく 20℃を超える暑さとなり

そうです。花粉症の方は、大変かと思います。先

週の 8 日金曜日は、例会が休会でした。10 日に

2620 地区の PETS が開催されました。次年度会

長・幹事、若林ガバナー補佐予定者、事務局の皆

さんが参加され、いよいよ次年度モードが、加速

していくことと思います。PETS の翌日早朝に、

副幹事の中山君から意気軒昂に、お電話をいただ

きました。高野さん、野口さんなど、多くのパス

トガバナーと名刺交換をして、例会で卓話をして

いただく準備をしてきましたと、話してました。

来年度がますます楽しみになってきました。 

そして、5 月 1８日に第四グループの IM が開

催されます。来年は、我々クラブが主催となりま

す。全員登録となっています。今現在 27 名の申

し込みがありました、多くの皆さんで参加し、来

年度の開催に向けて、イメージしましょう。 

3 月は、「水と衛生」月間です。日本では、この

言葉はピントきませんが、能登半島での震災で水、

トイレ、衛生管理は大きな課題となり、大変な状

況で今現在もあります。 

世界では、まだまだ、「水と衛生」は大きな問題

として、多くの国が直面しています。今月の「ロ

ータリーの友」に取り上げていますので、皆さん、

感心をもって読んでください。 

私は、青年会議所時代に、グローバルトレーニ

ングとしてラオス共和国にボランティア活動で

「井戸堀とトイレ事業」に参加しました。水・ト

イレなどの環境は当然、大変な状況です。私が、

現地でお借りしたトイレはたぶん高級なトイレ

ですが、トイレに水が汲んであり用を足したら自

分で水を汲んで流すタイプです。トイレットペー

パーはありません、長いヒモがありました。どう

したもんでしょう。他は、穴を掘って、貯めるタ

イプだったと思います。衛生面が、どうしても難

しいと、平均寿命も 50 歳前後と短く、病気はお

まじないで治すようでした。各家庭には、電気・

ガスもなく、日本の今の生活からは想像もできな

いことでした。ロータリーでは、グローバル補助

金などを利用して、「水と衛生」の解決に向けて活

動をしているクラブが多く存在しています。素晴

らしいことと思いました。 

本日の例会は、PETS 報告です。次年度ガバナ

ー補佐の若林さん、次年度会長の漆畑さん宜しく

お願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山功労者 
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■ 出 席 報 告          笠原大輔君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

46／51 90.19％ 44／51 86.27％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○江﨑君○加藤君○川口君○中村君○山田幸君 

(１)メークアップ者 

加藤智之君（ｻｯｶｰ） 

 

パーフェクト例会数：                                               

                                                                  

欠席連絡は、当日朝１０時前までにお願いします 

 

■ スマイル B O X        笠原大輔君 

・結婚記念プレゼント有難うございました。 

 入会以来、はじめて第一例会にスマイルをす 

るのを忘れていました。齢のせいだと思いま 

す。             伊藤恒夫君 

・3月 1日誕生日プレゼントありがとうございま 

した。64才です。       飯田敏之君 

スマイル累計額  ６０４，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ P E T S 報 告                  

次期ガバナー補佐 若林 秀典君 

さる 3 月 10 日(日)山梨県立図書館で会長エレ

クト研修セミナーが行われました。2 年後には自

分たちがこの事業を行うということでビデオ撮

影をして参考資料集めに余念はありませんでし

た。 

自分たちがかかわる内容で小泉ガバナーエレ

クトがおっしゃっていたことでインパクトのあ

ったのは青少年交換事業とクラブのカード作成

の依頼、マイロータリー登録率の向上でした。次

年度からは青少年事業が再開され、一人当たり

150 万円が使われます。予算案の段階では不足し

ますので基金から300万円借入して最終的には地

区大会で余剰金がでれば返すということでした。

今後、人数が増えていくと思われるので各グルー

プでホストクラブの支援という意味で積み立て

ていけたらという案が出され、検討課題とされま

した。 

クラブカードは金融機関によっては法人格を

持っていないロータリーではできないというこ

とでしたので個人カードを作成してしばらくは

その人の名前で使用していくようになるのでは

ないかという意見が第 4グループの使用している

クラブから出ました。 

マイロータリーの登録率は 80%を目指してい

るということなので各クラブが登録率向上に前

向きに考えることで一致しました。 

今後のことを考えるに当たり、会場の使い方、

スケジュール調整、分科会の内容等を直に経験で

き、有意義な一日でした。 

 

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

47 47 0 7 
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次年度会長 漆畑雄一郎君 

3 月 10 日に山梨県立図書館において開催され

た PETS（president elect training seminar）に

出席して参りました。私が幹事を拝命した飯田年

度の時は、富士吉田での半日開催でしたので、今

回の一日開催は内容が盛り沢山でした。 

次年度の RI 会長はステファニーA.アーチック

さん（米国ペンシルバニア州マクマリーロータリ

ークラブ所属）テーマは「THE MAGIC OF 

ROTARY」です。日本語に直訳すると「ロータリ

ーの魔法」となるのでしょうか？よくわかりませ

んが、私なりに解釈をしてみましたところ、ロー

タリーの魅力は何物にも替えがたく、その事業は

大いなる可能性を秘めているものである、という

ところでしょうか。藤枝南クラブもこのテーマを

意識しながらも「ENJOY ROTARY」していきた

いと思っております。 

さて、2024-2025 年度の地区目標は以下の 10

項目です。 

１．会員増強 

２．公共イメージの向上 

３．クラブ計画書の充実 

４．各委員会事業への理解と参加、委員会の活用 

５．ＥＮＤ ＰＯＬＩＯ 

６．ロータリー財団への寄付と補助金の積極的活 

用  

７．ロータリー米山記念奨学会支援 

８．クラブ優秀賞（現・ロータリー賞）への挑戦  

９．地区大会（11 月 9、10 日）への参加 

10．国際大会（カナダ・カルガリー）2025 年 6 月 

21―25 日への参加 

これら目標に対して、ロータリークラブセント

ラルを介しての目標設定の入力を求められてお

ります。ガバナーノミニー排出クラブとしても、

地区の事業にも最大限協力してゆかなければな

りません。メンバーの皆様には大変とは存じます

が、是非ともご協力をいただきますよう、一年間

よろしくお願いいたします。 

例会プログラム
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

3/22(金) 

第 1543 回 
ガバナー補佐訪問 小杉苑 

3/29(金)  

第 1544回 
早朝例会  

4/5(金) 

第 1545回 
米山記念奨学委員 理事会 

4/12(金) 

第 1546 回 
早朝例会  
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■ 今週の一言        竹田敏和君 

 継続して何

か特別なこと

をしていると

いうことは残

念ながらあり

ません。皆様の

ように運動し

たり、サプリメ

ントを飲んだ

り、掃除をしたり、体のためになることも行って

いません。 

 仕事を終えて家に帰り、晩酌は毎日かかさず飲

んでいます。何人かの方がお酒の話をされていま

したが、私もその一人です。皆さんは、竹田は毎

日一升瓶を抱えて飲んでいると思われるかもし

れません。確かに日本酒は大好きです。最後の一

杯までこのお酒はおいしいなと思ってしまいま

す。家で日本酒を飲むと飲み過ぎてしまいます。

普段、私はサントリーの角を飲んでいます。夏は

炭酸で割ってハイボール、冬はお湯で割ってホッ

トで飲みます。今はまだ寒いので毎晩ホットで飲

んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当/森竹君） 


